


主 催 ：人間・環境学フォーラム実施委員会
共 催 ：学生相談室
ポスター：戸田剛文（人間・社会・思想講座）

最近注目を集める対話型言語モデルは、人工知能を備えた機械が自然な
言語表現を生み出すことが可能になりつつあることを示しています。また
機械翻訳の精度も、この数年間で飛躍的に向上しています。このように言
語を産出し理解する人工知能の発展は、私たちの知的活動にも少なからぬ
影響を与えつつありますが、＜機械のコトバ＞は＜人間のことば＞にどれ
だけ迫ることができるでしょうか？機械の可能性と限界から、私たちの言
語知識や言語能力がどのようなものであるかが見えてきます。本講演では
私たちの日々のことばの使用がどのような心的機能や経験に支えられてい
るのか、認知言語学の観点から考えてみたいと思います。

16:00-16:45 研究科長挨拶・新入生歓迎講演会
16:45-17:30 新入生交流会

吉田南4号館 4共30講義室

令和 5年 4月 7日 (金)

人間のことば・機械のコトバ

谷口一美教授（言語科学講座）

司会：桂山康司教授（芸術文化講座）

新入生歓迎講演会・交流会

第43回 人間・環境学フォーラム

充実した大学院生活を送るためにはどのようなことに気をつけたらいい
のかについて、心理学の観点からお話しします。また、新入生同士の交流
のために、折り紙を使った自己紹介をグループワークを通して行います。

大学院生のメンタルヘルス
～充実した大学院生活を送るために～

臨床心理士 天下谷恭一 相談員
（人間・環境学研究科／総合人間学部 学生相談室）

新入生歓迎講演会

新入生交流会
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